
2022～2023年度

滝川ロータリークラブ

会長　　藤井　謙和

■ 例会日：毎週木曜 PM12:30より

■ 例会場：ホテル三浦華園

■ 住　所：滝川市花月町1-2-26

■ 電　話：(0125)-22-3344

■ ＦＡＸ：(0125)-24-2755

■ メール：takikawarc@gmail.com

■ WebSite：www.rotary.gr.jp

幹事報告
芦別RCより活動計画書が届いておりま

す。


滝川市内におきましてもコロナウイルス

の感染が確認されているようですので外

出される際はお気を付け下さい。





ガバナー補佐挨拶
ガバナー補佐として今日で第2グループ全

てのクラブを訪問させて頂きました。そ

の中で赤平と芦別、砂川と滝川で合同例

会を行いたいとの希望がございました。

しかしながら、第7波と呼ばれるコロナウ

イルスへの感染が急拡大しておりますの

で、時期をみながら開催に向けて各クラ

ブと密に連絡を取り連携して参ります。また、来年の4月1日

（土）に第2グループのIM(Intercity Meeting/都市連合会)を開

催する予定であります。こちらもコロナの感染状況により開催の

可否を問われると思いますが、早期の終息を願い準備を進めて参

ります。これからも皆さんにご協力頂くことが多々あると思いま

すので宜しくお願い致します。

新会員の紹介
今年度より入会された、杉山武司さん

（男のドォルハウス・代表）、吉田英人

さん（脳神経よしだクリニック・理事

長）、浮田優さん（目利きの銀之進・店

長）の3名を各推薦者よりご紹介頂き、各

新会員がロータリークラブ入会の喜びと

決意を述べられました。自己紹介の中

で、杉山さんは、バイクが趣味でバイク

同好会に入会したいそうです。吉田さん

は、車とバイクが趣味で車6台、バイク5

台を所持されてます。お二人ともバイク

好きなのでツーリングなどお誘い下さ

い。浮田さんは、食べ歩きが好きでご家

族で北海道中を巡っているようです。何

処か美味しいお店などご存じでしたらお

しえてあげて下さい。これから新会員3名

を宜しくお願い致します。

前回のプログラム [ 国際ロータリー第2510地区　 ]

－ ガバナー公式訪問 －
【理事会担当例会】

国際ロータリー　　　　　　　　

第2510地区ガバナー

石丸　修太郎　様

実はクラブ会長を務めてい

た時に渡邉恭久さんがガバ

ナーを務めておられました

ので滝川には何度もお邪魔

させて頂きました。故に本

日は昔を思い出しとても懐

かしく思っております。


さて、本年は地区目標とし

て「ロータリーに想いを馳

せる～明日のロータリーに

夢を込めて～」を掲げさせ

て頂きました。そして、4

つの年次目標を立てました。まず一つ目は、計画性を持ってクラ

ブの将来を創造することです。組織の活動が発展するためには計

画性が必要と考えました。クラブには様々な世代の方がおられま

すので、クラブの活動の目的を共有することで効果的な活動を行

えると思います。また、クラブの活動は単年度制ですが、会長に

なるまでに、会長エレクト、会長ノミニーを決めてその方々は2

年、3年かけて計画を練ります。その計画を皆で共有出来る環境

を作れば、色々なアイデアが生まれ、それから先がおのずと見え

てくると思い、最初の目標に致しました。


次に、色々なアイデアが生まれてくると刺激が欲しくなると思い

ますので是非新しい事業にチャレンジして下さい。そして、今迄

余り活動に参加していない会員が巻きこまれるような、会員が得

意とする事業の構築をして頂きたい。職業奉仕を難しく考えずに

クラブ活動のために会員の得意なことを行えばそれで十分職業奉

仕になります。その結果、それぞれの会員の新たな魅力が他の会

員に伝わり、クラブ間の相互理解にも繋がると思います。


3番目は、若い世代に目を向けましょう。今の日本は少子高齢化

にも関わらず教育格差や虐待など暗い話題が絶えませんがロータ

リークラブは次世代を大切にしたいと思います。インターアクト

クラブを応援するのでも良いですし、ローターアクトクラブを作

るのも結構です。また、RYLA(Rotary Youth Leadership Awards/

青少年指導者養成プログラム)を活用して頂いても構いません。





第3302回　例会報告　令和4年7月27日（水）
会長挨拶

本日は、2022-23年度国際ロータリー第2510地区石丸修太郎ガバナーをお迎えして今年度初めての夜間例会とな

ります。16:30より会長幹事会、17:30よりクラブ協議会を行い、ガバナーからは活発な意見交換の機会や多くの

ご助言を賜り誠にありがとうございます。


さて、新型コロナウイルス「BA5」が蔓延している状況でありますので、感染対策を今迄以上に行い体調を崩さ

れることが無きよう十分お気を付け下さい。先日もお話しさせて頂きましたが、甲子園で開催される全国高等学

校野球選手権大会の北海道代表が決まり、桜井幹事のご子息が在籍する旭川大学高等学校が見事激戦を勝ち抜

き、出場することになりました。桜井幹事も滝川西高で2年生の時に甲子園に出場しており、親子二代で甲子園

に出場出来るなんて聞いたことがありません。これから大会が始まりますので皆さんに応援して頂ければと思います。



＼(^o^)／ニコニコBOX報告（敬称略）

上記に記載

編集／クラブ会報委員会　　発行日：令和4年08月03日

出席報告　　　7月27日
会員数 病欠 免除 出席 欠席 出席率

88名 2名 5名 48名 40名 58%

ニコニコBOX報告（敬称略）
石丸修太郎ガバナー


「滝川RCへ公式訪問させて頂いて」


高山訓正ガバナー補佐


「滝川RC公式訪問。石丸ガバナーに随行出来て」


下村卓也地区副幹事


「第2510地区石丸ガバナーのお供です」


藤井謙和


「ガバナー公式訪問を終えて。ありがとうございました」


渡辺浩司


「石丸ガバナーをお迎えして。ありがとうございました」


鷲尾昌法


「石丸ガバナーより卓話を頂き！ありがとうございました」


桜井寿紀


「石丸ガバナーをお迎えして。


　息子の応援に甲子園に行ってきます。少し留守にします」


前野史賀


「石丸ガバナーに卓話を頂き。多くを勉強させて頂きました


お体に気を付けてご活躍下さい。ありがとうございました」


石黒安雅


「高山ガバナー補佐の挨拶に感激して


　　次は第2510地区ガバナーを目指せ！」


奥山かおる「2度目のソングリーダーを終えて」


渡邉恭久


「石丸ガバナーを例会にお迎えして。


　　　　　　　　　ご苦労様と申し上げます」


＜小計52,000円・累計379,000円＞


先・今週の寄付（敬称略）
{財団}:篠島 弘・中島純一・峯村征秀・山口清悦・山田直登


＜小計102,000円・累計258,400円＞(7/21分)


大滝裕慈・川西康弘・神部俊克・篠島由一・住吉直樹


谷口正樹・松尾建二・向井由延・山岸 穣・渡邉恭久


＜小計193,528円・累計451,928円＞





{米山}:篠島 弘・山田直登


＜小計28,000円・累計206,000円＞（7/21分）


大滝裕慈・川西康弘・神部俊克・篠島由一・住吉直樹


谷口正樹・向井由延・山岸 穣・渡邉恭久


＜小計133,000円・累計339,000円＞





前回のプログラム（2）

（上の続き）若い世代に刺激を与え、将来のロータリアンを育成

する。何年後になるかわからず未知数ですが、ロータリーの奉仕

の精神が次世代に繋がることに喜びを感じながら活動して頂きた

いです。


最後の目標は、ICT(Information and Communication

Technology/情報通信技術)の有効活用です。コロナ禍にあってめ

ざましい活躍の場を得た物の一つは、Zoom会議ではないでしょう

か。会議のために車や飛行機を利用して遠方までいく必要が無く

なり、オフィスでPCや携帯の前に座りボタン一つで皆さんと繋が

れる。大変効率が良く地区でもクラブでも活用しております。地

区から出しているロータリー財団の奨学生の報告が今迄はレポー

トだけだったのですが、Zoomを使うと奨学生の生の声が聞ける交

流が出来るんです。当然ですがリアルな声の方が心に響きます

し、冷静に意見を伝えることが出来ます。このようなコミュニケ

ーションの取り方を例会でも行えると地区のモデルケースになる

と思います。是非活力ある滝川RCから第2510地区のモデルとなる

ような事業を立ち上げて頂けますことを心よりご祈念致します。


・　・　・　・　・　・　・　・　・　・　・　・　・　・　　　　

｛メイクアップ｝


高山ガバナー補佐


（ガバナー公式訪問7/26赤平・芦別、7/27砂川・滝川）


入井会員・村田会員（7/26第1回危機管理委員会）


